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チ
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　西脇市では、「日本のへそ西脇地域食材で
おもてなし条例」を施行。豊饒の地で生産さ
れた地域食材や地場産業などの魅力に認識を
深め、郷土に誇りと愛着を持って来訪者をも
てなすことで、本市のさらなるにぎわいの創
出を目指しています。
　■問合せ　農林振興課（市役所内線 322）

ほうじょう

　料理のプロからロ
ースト

　ビーフの作り方を
学ぶ

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

今、この時を輝いて生きる
̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶
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反
し
て
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
秘
密
の

暴
露
）
す
る
人
が
お
り
、
落
ち
込

ん
で
い
る
人
が
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
少
数
と
多
数
は
相
対
的
な
も
の

で
す
。
し
か
し
、
少
数
は
多
数
の

論
理
に
影
響
さ
れ
正
し
く
理
解
さ

れ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
人
は
多
数
に
属
す
る
こ
と

で
安
心
感
を
覚
え
、
反
対
に
少
数

者
は
自
分
は
「
変
わ
っ
て
い
る
の

で
は
」
な
ど
自
信
を
持
て
ず
に
不

安
感
を
抱
き
ま
す
。
先
日
、
性
的

少
数
者
に
「
何
を
期
待
し
て
い
ま

す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
話
を
た
だ
聞
い
て
く
れ
る
だ
け

で
い
い
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
す
」

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
存
在
を
理

解
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
教
育
や
啓
発
に
よ
っ
て
少
し
ず

つ
性
的
少
数
者
へ
の
理
解
が
進
み
、

そ
の
認
知
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

少
数
は
個
性
的
で
魅
力
的
で
も
あ

り
ま
す
。
誰
も
が
価
値
を
認
め
ら

れ
、
自
分
の
生
き
方
に
自
信
を
持

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
で

あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
孫
に
は
ラ
ン
ド
セ
ル
に
男
も
女

も
な
い
、
自
分
の
好
き
な
色
を
選

ば
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
課
）

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
声

を
弾
ま
せ
、
体
が
隠
れ
る
ほ
ど
大

き
く
て
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
い
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち

に
、
毎
朝
出
会
い
ま
す
。
ラ
ン
ド

セ
ル
の
色
は
私
が
子
ど
も
の
頃
は

男
の
子
は
黒
、女
の
子
は
赤
と「
決

ま
っ
て
い
た
」
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
か
つ
て
茶

色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
子
ど
も
に
持

た
せ
た
親
が
「
と
て
も
お
し
ゃ
れ

で
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
買
っ
た
の

だ
け
ど
、
色
が
違
う
こ
と
で
い
じ

め
に
遭
わ
な
い
か
」
と
心
配
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「
異
性
を
好
き
に
な
る
の
は
当
然

だ
」「
心
と
体
の
性
が
異
な
る
こ
と

は
な
い
」
と
の
考
え
方
が
多
い
社

会
で
は
、
男
性
が
男
性
を
、
女
性

が
女
性
を
好
き
に
な
る
こ
と
や
自

分
の
性
に
違
和
感
が
あ
る
人
は
少

数
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は

心
無
い
偏
見
や
差
別
に
苦
し
み
、

自
身
の
性
の
食
い
違
い
に
悩
ん
だ

り
周
囲
の
好
奇
の
目
を
気
に
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が

性
的
少
数
者
で
あ
る
こ
と
を
周
囲

に
打
ち
明
け
る
に
も
理
解
さ
れ
る

か
不
安
で
い
ま
す
。
最
近
、
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
（
表
明
）
す
る
人
も

い
ま
す
が
、
逆
に
本
人
の
意
思
に

①
地
理
的
理
由

　
指
定
校
へ
の
通
学
が
地
理
的
に

著
し
く
困
難
ま
た
は
危
険
な
場
合

②
身
体
的
理
由

　
特
別
支
援
学
級
入
級
希
望
者
で
、

指
定
校
に
特
別
支
援
学
級
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
場
合

③
家
庭
事
情
に
関
す
る
理
由

▽
保
護
者
の
就
労
・
病
気
等
の
た

　
め
、
指
定
校
区
以
外
の
家
庭
で

　
児
童
生
徒
の
保
護
、
ま
た
は
保

　
護
者
が
指
定
校
区
以
外
の
就
労

　
場
所
等
で
児
童
生
徒
の
保
護
が

　
必
要
な
場
合

▽
入
学
後
６
ヵ
月
以
内
に
転
居
予

　
定
が
あ
り
、
転
居
予
定
地
の
指

　
定
校
に
入
学
を
希
望
す
る
場
合

④
そ
の
他
の
理
由

▽
国
立
ま
た
は
私
立
学
校
に
入
学  

　
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

▲比延小学校入学式（平成 30年４月）

ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
　
〜
性
的
少
数
者
と
私
〜

　
平
成
31
年
４
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
方
に
、
住
民
登

録
に
基
づ
い
て
１
月
中
旬
に
指
定
校
へ
の
就
学
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
指
定
校
は
次
の
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
指
定
校
以
外
の
西
脇
市
立
学
校

　
に
入
学
＝
印
鑑
を
持
っ
て
西
脇

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

②
他
市
町
立
の
学
校
に
入
学
＝
入

　
学
を
希
望
す
る
学
校
の
市
区
町

　
村
教
育
委
員
会
へ

③
国
立
ま
た
は
私
立
学
校
に
入
学

　
＝
そ
の
学
校
の
入
学
許
可
書
と

　
印
鑑
を
持
っ
て
西
脇
市
教
育
委

　
員
会
学
校
教
育
課
へ

※

い
ず
れ
の
場
合
も
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
学
校
教
育
課
（
市
役

所
内
線
５
３
６
）

―

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ―

特
別
な
理
由
と
は

小
・
中
学
校
の
就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

手
続
き
方
法

ス
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

▼
メ
リ
ッ
ト
２

　
通
常
、
賞
味
期
限
が
３
〜
５
年

の
非
常
食
に
比
べ
、
賞
味
期
限
が

１
〜
２
年
の
レ
ト
ル
ト
食
品
等
も

非
常
食
と
し
て
利
用
で
き
る

▼
メ
リ
ッ
ト
３

　
レ
ト
ル
ト
食
品
等
も
非
常
食
と

し
て
利
用
す
る
と
、
非
常
食
の
種

類
が
増
え
、
災
害
時
で
も
普
段
の

食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

▼
ポ
イ
ン
ト
１

　
非
常
食
を
普
段
の
生
活
の
中
で

目
に
付
く
所
に
保
管
し
、
期
限
切

れ
を
防
ぐ

▼
ポ
イ
ン
ト
２

　
賞
味
期
限
が
近
い
も
の
か
ら
優

先
的
に
使
う

▼
ポ
イ
ン
ト
３

　
普
段
の
食
事
に
非
常
食
を
取
り

入
れ
た
レ
シ
ピ
を
加
え
る

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
食
品
ロ
ス

の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
中
に
は
「
食
品
ロ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
賞
味
期
限
が
切
れ
る

こ
と
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
食
品
ロ
ス

は
、
少
し
工
夫
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と

が
で
き
、
ご
み
減
量
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
今
回
は
賞
味
期
限
が
長
く
、
消

費
す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
非
常
食
で
、
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ

方
法
（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
買
い
置
き
し
て
い
る
食
品
を
定

期
的
に
活
用
し
、
使
っ
た
ら
そ
の

分
を
買
い
足
す
方
法
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
普
段
か
ら
こ
の
ス
ト
ッ

ク
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
賞
味

期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
原

因
の
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
保
管
し
て
い
る
食
品

を
有
効
に
活
用
で
き
ま
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト
１

　
賞
味
期
限
切
れ
に
よ
る
食
品
ロ

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
と
は

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
は
一
石

三
鳥
⁉

第
21
話　
〜
非
常
食
か
ら
み
る
食
品
ロ
ス
の
話
〜

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
の
コ
ツ

　成人おめでとうございます。成人すると責任
を持つことが増えてきます。契約の場面でも、
責任を持つ大人であることを自覚しましょう。
若者が陥りやすい主なトラブルを紹介します。
①先輩や友人、ＳＮＳで知り合った人などに商
　品を売りつけられた
②完全無料のアダルトサイトや出会い系サイト
　だったはずが、有料サイトへ誘導されて入会、
　高額請求された
③インターネット通販でお金を振り込んだが商
　品が届かず、業者と連絡が取れない
④銀行やクレジットカード会社を装った偽のホ
　ームページへ誘導するメールを受信。カード
　番号やパスワード、ＩＤなどを入力してしま
　い、個人情報を盗み取られた
　このようなトラブルに巻き込まれないために、
次の３つのことを心掛けましょう。
①安易な気持ちで契約しない
②簡単にもうかるなど通常ありえない
③きっぱり断る勇気を持つ
　新成人の皆さんが一人の大人として責任を持
って行動することを応援しています。困った時
は一人で悩まず、すぐに家族や消費生活センタ
ーへ相談しましょう。

20 歳になった新成人の皆さんへ

西脇ローストビーフ料理教室でご当地グルメを学ぶ

　世界の舌を魅了し続ける神戸ビーフ。その産地・西脇市
黒田庄町で育った「黒田庄和牛」のおいしさを家庭でも気
軽に味わってもらうため、平成 28年２月に西脇市の新ご当
地グルメ「西脇ローストビーフ」が誕生しました。市では
これまで、市内外のさまざまなイベントへの出店や観光雑
誌への掲載を通して、全国に西脇ローストビーフをＰＲし
てきました。
　昨年、市内でのさらなる浸透を目指して、初めてロース
トビーフ料理教室を開催しました。教室では西脇ロースト
ビーフを提供する飲食店の調理師が講師となり、家庭で簡
単にできるローストビーフ料理が紹介されました。参加者
からは料理の専門家のアドバイスが勉強になった、また料
理教室に参加したいという声がありました。
　２月には市内で生産された酒米・山田錦の日本酒と西脇
ローストビーフが試飲・試食できる料理教室を開催します。
市では一人でも多くの市民の方に西脇ローストビーフに親
しんでもらえるような企画を考えていきます。

☎22-3111（防災安全課内）

ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信

■
環
境
課
（
☎
22-
３
１
１
１
）


